
Emily Bront6の研究

一女の執念一

                          宮 川 下 枝

 Emi 1y Bronteに対する私の興味は随分長い間続いていて，毎年いろいろな角度か

ら彼女を眺め続けて来た。今年も又アングルを変えて彼女を．描いてみたいのである。

豊田博士の序文の中にも「嵐ケ丘Jには女の執念が焔となって燃えているとあるが，

随所に濁れるタこころは私に深い興味をそ・り，私を捉えて離さない。一見強い女性に

見えるエミリーの内にもくずをれるよえなたおやかな弱さもあれば，又多彩な感覚，

深い思いやりも見られる。嫉妬，． 梭ｫ女としての醜くさが隠されているかと思う反面

何ものを恐れることのない徹底した愛の姿，毅然と'した決断力，千変万化の女こころ

のさまを見せてくれるのである。そしてこの女こころを通して彼女が考え構想した愛

の姿について研究してみたいと思うのである。

 こうし't：女こころを通して見る愛の諸相は次の三段階に分類し．てい・と思う。

 1．愛の無自覚

 2．愛の自覚

 3．愛の完成

そして又これは一人の入間の成長から見れば愛を意識せずに過してしまう時期s次に

愛を自覚する時期，そして最後に愛の完成に到る時期。

 1．Puberty（思春期）                      ' ・

 2・Adglescehc6（青年期）

 3。Maturity（成熟期）

と考えてもよいと思うのである。PubertyについてはJudith O／neillに於いても

次のように述べられている。

   She fails to see that her entrance into puberty requires a radical

change in her relation Nvith Heathcliff， and cannot understand his beha-

viour after her return to Wuthering Heights． Her attitude towards bim

remains as it was before puberty， but he recoils “with angry suspici'on

from her g．irlish caresses'：
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エミリーの構想に於いて斬新な点はこの：三つの成長期を一人の人間に於いて見極わめよ

う・とせず，各時期をそれぞれ異なる人物に代表させて一つの愛の姿の完成を兄ようと

した処である。

 そして，この愛の完成に到る迄の過程のうちに愛の諸様想を描くにあたって如何な

る微々たる面をも見落すことなく捉えていることは，エミリーの細い観察力，鋭い洞

察力を示しているfl／

1．Puberty（思春期〉一一一愛の無臼覚           '

 この時代は少年少女のま・．の子供時代とは異って急に不思議な感情を異性に感じ始

める時期である。…つ屋根の'ドに育ち子供時代を過したHeathcliff，．Cotherine

｛，異例ではなく二の複雑な感情を経験し，而もそれが愛の芽生えであるとの自覚のな

いところに人間の悲劇の種を芽ぐんでいる。

 語り乎であるNeHyはキャサリンがThrushcross Grangeから帰って来た折の

二人の少年少．女び）様子を次のように物語っているf，

   IS｝ie 1・oo'tv'fp．d 'rorund for Heathcliff．．． Heathcliff was hard to discover．

at first． lf he vvere careless， and uncared' ?盾秩C before Catherine's

abs-ence， he had bep．n ten times more sLo， sinee． （ChapLer XII）

急に美しくなり素晴しく装って意気揚々と帰って来たキャサリンはなつかしい嵐ケ丘

の我が家の中に遊び仲間のヒースタリフの姿を求めるが彼はなかなか見つからない。

今は彼のことを気にしている者は家の中には彼女以外は誰もいない。きれいになった・

キャサリンに家中の注意は向けられている。

  “Shake hands， Heathcliff，” said Mr． Earnshaw， condescendi'ngly；

“Once in a way， that is permitted．”

   “1 g．hall not，” reD， lied the boy， finding his tongue at last； ．“1 shall

not' q．tand ' 狽?be laUghed at． 1 shall not bear it！”

   Ancl he wou／d have broken from the circle， but Miss Cathy seized

him again． ． （Chapter VII）
 「たまには三三立してもい・よ。｝ど寛大な Eとrnshaw氏に「嫌だ，笑いものに

なんゐ・されるのはたまらない。1と少年はやっと答える。

逃げ出したい気持の彼の手を掴まえるキャサリンも，まだこうした大人の感情の芽生

えには気が付かないし，二人の少年少女の気持を洞察してやる余裕とかはアンシヨー

にも全々ないのである。

                 （54）
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     ‘‘Co甲e-L are you comi ng？” I continued．．‘‘There's a little¢ake

  for each of you， nearly enough； and you／ll need half an hour！s donning． 』 ．

  Iwaited five minUtes． but getting no answer， left him．

                             （Chaptef VII）

  だがこの小さな感情のきざしをも見逃さないのがネリ「であれば；作老はさしづめこの

  場合はネリーの姿をとっていることになろう。このような感情を粗末に扱っては大変

  なことになるとやきもきしているネリーは「おいで，二入に小さなケーキが…つつつ

  とって．あるから持って行っておやり6三十分喋らておいで」とす・めてやる。少年は

  返事もしないでいる。作者にはよく分っているこの重要な瞬間も，少年自身には理解さ

  れていない。もどかしさがネリーの言葉動作の中によく現れている，，内なる自分を見

  抜かせてやりたい。ネリーは更に彼に忠告する。．

'     ‘‘Yes：you had the reason of going to bed with a proud heart．and

  an empty stomach，” said I‘‘Proud people breed sorrows for themselves．．．”

                             （Chapter Vll）

   「そんな傲慢な思いだけでお腰もすか1．て寝てしまうと後で後悔するよ1とネリーは

  愛には'謙虚なおもいが必要であり，おもいやりがない場合には成功するものでないこ

  と．をちゃんと見通しているのであ弓。こうしてやさしい思いや甑女心にあふれた感

  情もエミリーの一面である。だがこの思いやりのなさと愛しでいるのだと感づかない

  ことは却って少年を反撲的に'して，キャサリンからやさしい言葉をかけられ・ば反対

  に腹立たしく振舞う一。キャサリンもそうした態度が愛のうらはらの表現であると理解

  出来る程には大入になっていない。愛の幼さ。これはエミリ…もつくづくと残念が？

      レ  ているところである。

     Catherine and he were constant companions q．．ti1｝at． his seasons of

  respit。 f。。m 1。b。。・s；b・t h・h・d ceased t・・xpregs hi・f・ndness f・・her

  in words， and recoiled with angry suspi（：ion from her girlish caresses，

  as if conscious there could be no gratification．ih lavishing such marks

  of affection on him．                   （Chapter VIII）

    「君が好きだよ」等と無邪気に云えなくなってしまった少年ヒースタリフの様子は

、， うまく描かれている。    ，

   この少年少女時代の愛を描く過程に於いて頭初にも述べた如く作者エミリーの女心

                          ξ
  の現われが随所に見受けられるものを暫く追ってみたい，様々の愛の技巧というべき

   か、土ミリーも確かに女である。
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④泣きの一手 、

   Her eyes began to glisten， and her lids to twinkle， “And you ，told

a del' 奄b?窒≠狽?untruth！” he said．

   ‘‘Ididn／t！”she  cried， recovering her speech； ‘‘1／lI cry myself

sick！” “1 did nothing deliberately． Well， go， if you please一一 get

away！ And now 1'll cry myself siek！”

   She dropped down on her knees by a chair， and set to weeping in

serious earnest． Edgar in his resolutipn as far as the court； there

he lingered． （Chapter VIII）
感情を上手に表現すべき術を知らぬヒースタリフからキャサリンの心は次第に離れて，

暫くの滞在をしたLinton家からの育ちよい青年の訪門は彼女には好ましいものに

思えて来る。1このEdgar Lintonが遊びに来ている時のことであるが，1'11 cry

myself sick ・！と，もう帰ろうとする彼に「病気になる迄旧いちゃうから。」と椅子の

側に膝を折って座りこみ「帰えらないで」と止める場面がある。in her serious ear-

nestが面白い。日本語で云えばよ・と泣きくずれるとでも云う言葉であろう。構えて

泣く処，隅におけない少女である。女の泣くのには弱いのはエドガーだけではない。世の

一般の男性の常であろうが，彼も又どうしてい・か分らない，もう帰へる積りで腰を浮

かせていた処をどうしょうと戸惑いつ・・馬小屋のあたり迄行ったもの・，そこに佗ずん

でしまう。如何にもうまい男心の捉え方であってエミリーがこうした微妙な感情，人間

の心のあり方を心得ているかは彼女がCelibacyを守った女性であるだけに驚嘆に

値するもほである。

 万葉の歌に

  夕闇は道たずたずし月待ちて

    いませ我がせこその間にも見ん

別れを惜しむ方葉の女性と泣くことを宣言し乍ら泣きくずれようと身構えるキャサリ

ンと如何にも興味深い対照である。

 だがその技巧の面白さは章を追っていくに従って更に展開される。こうした人間の

感情を巧に捉えている。Shakespeareも同じような手を用いているが次にあるのは

⑬邪魔：

である。愛情というものは何の邪魔：も入らずにsmoothに運べば，却って燃え上らぬ

ものであるが，何等かの障害は当事者たちの感情を激しくかきたてる。．シエクスピァも

Tempestに於いてProsperoは娘Mirandaと流されて来た王子Ferdinandの

（ 5・6 ）
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型の成立の為には却って隠れては邪魔を試みるのである・が，エミリーに於いてもこの邪

魔という手の使い方もなかなか巧妙で興味深い。これも青年リントンが遊びに来てい

る折のことであるが

  Intelligence of Mr． Hindley's一 arrival drove Linton Speedily to

his horse， and， Cathe，rine to her chamber． （Chapter VIII）

 兄Hindleyが帰って来たことが分ると訪門中のリントンは急いで馬のいる方へか

けてしまうし，キャサリンも自分の部屋の中にとびこんでしまう。

r

   Mr． Hindley had given me directions to make a'third party in any

private visits Li'nton chose 'to p ay． （Chapter VIII）

自分の妹の処にリントンが一人で訪門して来る時には妹の部屋に居る場合，必らず第三

者として立ち合テようにとヒンドリンはネリーに厳命している。これは礼儀，作法と

しても大切なことで外国の家庭での躾であるときかされたものであるが，何れにせよ常

々ネリーが側に居ることは邪魔で仕方がない，だがこの邪魔は却ってキャサリン，リ

ントンの思いを進行させてしまう。このあたりも愛の機微を見逃さない箇所である。

かくしてキャサリン自身も深く心の底に潜む愛の真実は自覚し得ないま・に，ヒース

タリフも前述のように，彼女からやさしい言葉をかけられることすら嫌らって彼女よ

り更に自分の愛を見抜く術もなしに過すま・に，キャサリンは急激にリントンに心惹

かれて求婚に応．じてしまう結果になる。

   And he will be rich， and 1 shal｝ like to be the greatest woman

in the fieighborhoo'd． （Chapter IX）
 彼は金持だ．し私は近所でも偉い人になれるのだからと表面的な理由から与えた結婚

の承諾であるが，キャサリンがヒースタリフの愛を自覚しないま・リントンとの結婚

を決意するに至ったことはこの物語の悲劇の発端となるわけである。

 だがそれは別として男に求婚された場合の女の歓喜，そうしたものが手をとるよう．

に見えるのも興味深い。有名な箇所であるが求婚されたことをネリーに打ちあける；場

．面を拾っておこう。．溢れるよろこびとはこのことだろう，心にくい迄に女心を把卜し「

ているエミリーではないか。

   It would degrade me to marry Heathc1iff now； so he ＄hall never

know l lov6 him． （Chapter IX）
 私がヒ＿スクリフを愛していることは彼は知らないが，私の気持はそっとして・彼

 とは結婚しないのだと」

（57）



この有名なせりふを残して彼女は結婚に踏み切ってしまう。自分自身への云い訳であ

あろうが表面的な歓喜に浸っている彼女には，それが如何に重大な決断を意味するもの

であるかは理解されていない。

 又彼女のこのせりふを半分迄ぬすみ聞きしたヒースタリフも真相を正す努力もしな

いま㍉この言葉をきくと愕然として立ち去ってしまう。このあたり如何にも愛の幼さ

が感じられてネリーの切歯挟腕もどうレようもない達し得ないもので説得力もなく，

彼女の努力も空しく二人は離れ離れになってしまう。そしてキャサリンは新しい生活

に入るのである。そして彼女の望みは如何にもありふれた女ら、しくそのあたりで大立

物の婦人になり・たいことでiEiる。

  and 1 shall like to be the greatest woman of the neighborhood．

                           （Chapter IX）

  Nelly， I am Heathcliff！He's always， al ways in my血ind：not as

a pleasure any more than 1 am always a pleasure to myself， but as． my

own being． So， don／t talk of our separation again： （Chapter IX）．

「ネリー，ヒースタリフと私は一心同体よ，喜びも悲しみ'も皆分るのだから離れるこ

と等考えないで，離iれるなんてことはあり得いわ」とキャサリンは考えているが，自分だ・

けは相手を愛しこんでいるから充分なのだと思っている自己満足，謙虚に自分の思い

を相手に分らせようとする努力の足りなさ，これは前述のようにヒースタリフとて同

様で，子供時代からは脱皮して恋を感じつ・もこれが愛だとは理解し得ず，又各々自

分の思いを相手に伝えようとの努力もしないま・他は相手を誤解したま・卒ち去って，

こ・に取り戻しのつかぬ失敗の原因をつくったま・第一の思春期の時代は終る。

 げに悔多き時代である。

 さてキャサリンが金持のリントン家の若夫婦となる処からを第二段階として考えて

見よう。

2．AdolesceRce（青年期）一掴の自覚

  1 got Miss Catherine and myself to Thrushcross Grange； and， to

my'agreeable disappointment． ． （Chapter X）
 このagreeable disapPointmentという言葉が興昧深い，ネリーはお嫁に行く

CathyについてThrushcross Grangeに一緒にいく，案外に二人は仲がよかった

という処で，愛のない結婚がうまくいく筈はないと信じているネリーにとって案外裏切

られたような思いであり自分の信念のゆらぎを見せられてがっかりしているところが

（58）
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'面白い。だが勿論新婚の二人が仲がよいごとは，手塩に'かけて育てて来たキャサリン

の新家庭であるだけに嬉しいことには違いない。agreeable disapPointment味の

ある語ではないか。女の気持の復雑さの現れだ。

 さてこ・でエミリーが如何に愛の奥義を知っているかということは居なくなったヒ

ースグリフを又立ち帰えらせる処である。ヒースタリフが居なくなって始めてキャサリ

ンは自分の彼に抱いていた愛の大きさに驚き，雨の中をびしょ漏れになり乍ら泣きつ・

空しく探すのであるが，如何にこの悲しみ嘆きが大きくともヒースタリフが蒸発したま

まであっては彼女の悲しみも年月を重ねるうちには自然と消えてなくなっていくこと

であろう。何処えともなく立ち去ったヒースタリフは，To be absent and silent

         ご 
for three years． 三年間の消息不明のあと忽然と帰って来る。一度立ち去ったと

思う愛が再び手のと・“く処へ戻るということは愛の再燃することであってキャサリン

の心には激しい火が燃えつけられる。

   On a mellow evening in September， I was coming from the garden

with a heavy basket of apples which I had been gathering． It had got

dusk， and the moon looked over the high wall of the court． ，．．when I

heard a voice behind me say一一

   ‘fNelly， is that you？” ．．．．You do not know me？Look，1／m not a

stranger． Iremembered the eyes．           （Chapter X）

 文そのものも成熟した美しさがある，帰って来た人の声がきこえるようなうまみで

ある。先づ声から彼の帰へりを読者' ﾉ知らせる等心憎い手法である。秋も深まった宵

を果樹園から一杯摘んで来た林檎のかご，それをドッカリと下ろ・して宵やみの薄暗さ

の中に休憩するネリーの背後からきこえるなつかしい聞き覚えのある声，如何に

も美しい文の紹介で回るヒースタリフの帰還ではあるが，ヒースタリフは決して甘い気

分で帰ってはいない。              ' I

  I want to have a word with her一一your mistress． （Chapter X）

奥さまとたった一言交わしたくて帰って来たのだとネリーに云う処の必死の気持で帰

って来たのである。そして帰って来る以．一ヒ，冷たい言葉をかけられたり連わ斥いとで

も云われようものなら自殺する覚悟で帰って来ているのである。再会するからには決

死の覚悟の男らしさがうかがえる，フラリと帰って来るような生やさしいものではない・

doing the execution of myself．

 この三年間の留守をして帰って来る決心をしたヒLスクリラにしでも離れてみて，

三年間という時をおいて始め．て自分の彼女に対する彼の愛の深さを知り愛の自覚に到

（59）



達した訳であったことがこの短い会話ゐ言葉の中に充分に察しられる。

    He retained a great deal of the reserve for which his boyhood'was

remarkable；・ and that setved to repress all startling demonstrations of

feeling． ' （Chapter X）
ヒースタリフは少年時代からのくせのついた遠慮深さから完全に抜け切れず自由に思い

いのま・には述べられないのであろうが。一方キャサリンはこの思いがけぬヒースクリ

リフとの再会に余りの歓喜に心も乱れ興奮してしまう。

    But、the lady／s glowed． with another feeling when her friend appeared

at the'door： she sprang fQrward， took both his hands， and led him

to Lint．on； ．．No'w fully reyeale．d by the fire and candlglight， 1 was

'amazed， more than．ever， to behold the transforrriation of Heathcliff．

He・had ' №窒盾翌?a tall， athletic， well-fotmed man； ．．．His cguntenance

was． much oldet in expression and decision of feature than Mr．

Linton／s；it looked intelligent， and retained no marks of former

degradation．． hi' ?manner was e'ven dignified：． （Chapter'X）．

そしでヒースタリフの手をとると夫リントンの許に彼を連れ．ていく。暖炉の火とちう

そくの火に照し出されたヒースタリフは今や全容を表わしその彼の変化．に唯々彼女は．

驚いてしまう。       ． ． 、        、  ．

  がっちりした背の高い逞しい男になり決断力のある顔立ちとなり表情豊かになり賢

しこそうな顔付きになっている。態度，動作も．立派だ。．

    He took a seat opposite Cathe'rine， who kept her gaze fixed on 'him

as' 奄?she feared he' 翌盾浮撃?vanish．．． but it flashed back， each time

mOre confidently， the undisguised delight 'he drank frpm hers．

                                            （Chapter X）

彼は若夫婦の．面前に腰を下し，又もヒースタリフ．が消えてしまうのではなかろうかと

心配しつ・じりと見つめてい．るキャサリンを偽．pのない喜びで眺めている。

  the'transformation of．Heathcliffとあるだけで外的条件は何一っ描かれて．い

ない．。三年間の留守の間彼が何処へ行きどのような勉強をして来て変化したのか等と

いうことは記されていなし．㌔  ．                、

  エミリーの強調する愛．の．幼さ，その愛の幼さ故に本当に愛していることを自覚出来

なかったキャサリンはヒースタリフがこのタ．うな立派な．人間にな、ると．見抜くζと1ま出

来なか6た。そしてこの彼が立派になって帰って来た時その外的条件が何一つ描かれ

ていないのは，次のように解決してもよ．いのではな．いだろうか。愛の自覚のない時eEl

（60）
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ヒースグリフの真の姿，本当の価値を見出すことの出来なかったキャサリンが今始め

て心の眼が開けて眼の前にいるヒースタリフの立派さが理解出来たのであると，外的

条件の変化の必要性などはないものであると考えてよいのだということを示している。

不在中の状況が報ぜられないのはその為であろう。

 さておき，この立派なヒースタリフを眼前に見，嬉しさと同時にしまったという感じ，

この未完成に終った愛を完成させなければならないと作者は意図しても，既に結婚して

しまった二七の夫妻は当時の道徳観に従えばどうすることも出来ない。これを別の人

達によって完成させようとするのは如何にも今日のオムニバス式の物語の続け方も連

想させられてこの新しい手法は楽しみを与えてくれる。

 また別の角度から彼女の描く愛の姿を追ってみたい。

 勝ち誇った女の自信

自分に逢う為にわざわざ苦しい辛い目に耐え自分の声を一声きく為にだけ苦労して帰

って来て呉れたヒースタリフめ存在を確認すると，キャサリンは歓喜に震える誇らしげ

な'女性である。

  1／ve fought a bitter llife since I last heard your voice； and you

must forgive me， for 1 struggled only for you！ （Chapter X）

今や相手の愛を確認し自分の愛をも自覚した勝ち誇る自信に温れたキャサリンは自分

の義妹に対しては意地の悪い姉となる。

  Here are two people sadly in need of 'a third to thaw the i℃e

between them； and you are the very one we shou｝d both of us choose．

Heathcliff，1／m proud to show you， at last， somebody that dotes on
ybu '

高盾窒?than myself． 1 feel you to feel flattered． （Chhpter X）

ヒースタリフに夢中に憧れているリントンの妹の思いを見抜くと世間知らずのこの良

家のお嬢さん育ちの義妹をヒースタリフに紹介し「私よりあなたに夢中になっている

人が居るのですよ」等と嫌がる義妹を彼の前に引張り出し「二人の女性から思われて

い・御気分でしょう。」等と女の意地悪まる出しである。とげと悪意に満ちたその言

葉に傷つけられたイザベラは身をよじってもがきつ・真赤になったり真蒼になったり

して嫌がるのに掴えた．手を離さずにその手に自分の爪をたて・「ぼらこ・に虎が…」

と迄の悪口である。

 更に続けて

   1 like her too well， my dear Heathcliff， to let you absolutely

seize and devour her up．”． （Chapter X）
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  と云うに到・てはその自信の概あ≦ど過ぎる・「彼女を撒叫べて頂戴・たと．え

  相手の愛を確認しても又こ・迄の惚れは別の意味での危険性を伴う。エミリーはこ・

  でヒースタリフの言葉をもって充分に警告をしている。

     But what did y． ou mean by teasing the creature in that manner，

  Cathy？ You were not speaking the truth， were you？ （Chapter X）・

    「君本気でそんなごとを云ってあの子をからかっているんじゃないだろう」とは愛

  の勝利に有頂点になるものえのどんでんがへりを、食わない為の警告としてき・たい。

  又この言葉の中にはやっと自．分達の愛を自覚した時には既に他と結婚しているキヤサ

  リンにはもうどうにもならないという自放自棄の気持になり兼ねない彼女えのいたわ

                                    '
  りのひびきもある。

， ． ．“seek no'revenge on you，” rep｝ied Heathcliff less vehemently．

  ．．you are welcome to torture me death for your amusement， only alloNv

  me to amuse myself a little in the same style， and'refrain from insult

  as much as you are able． ' （Chapter XI）

   「君がそれで楽しいのなら僕を死ぬ程いぢめてもい・けど，僕だってお前をいぢめて

  楽しむからい・けど，君自分で自分をいぢめちゃいけないよ」

     Seek no revenge Seek no revenge on yourself． （Chapter 'M）

  義妹をいぢめ抜く勝ち誇ったかに見えるキャサリンの態度は自放自棄の変貌であるこ

  とを宛通すだけのけい眼をもったヒースタリフは「お腹にもないことを云ってはなら

  ない1といましめている。嘘はエミリーの嫌う処である。またand refrain from

  i．nsult 3s much as you are able・この言葉は，相手に屈辱的な聾摩をとらせま

  いとする思いやりの言葉と受け取れる。

     If I i血agined you really．wished me to marry Isabella，1'd cut my

  throat！” （Chapter XI）
   「だが君が本当に僕とイザベラを結婚させたいなんて思6ているのだったら僕は喉かき

  切って死んでしまう。」ヒースクリアの言葉には一片の甘さもないのだが，生命をかけた

  愛の激しさは十二分に味いうがかえるのである・

   ．さてもう一つこのあたりで面白いと思ったのは夫エドガー・リントンの態摩であっ

  た。

     “Catherine， unless we are to have cold tea， please to come the

  table，” interrupted Linton， striving to preServe． his ordinary tone， and

  adue measure ef politeness． （Chapter X）

  ・「お茶がさめてしまうから，キャサリン，どうか食卓へ来て下さい。」と出来るだけ声の
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調子を荒らだてないように出来るだけ丁寧に礼儀旺しく話しかけている。エミリー一の文

章にはあとは何の説明もないのであるが，妻の昔の恋人が突然姿をあらわし平和だった．

家庭の中に訪れたこの突発事件に彼は気もそ・“ろでないg表直iは飽く迄も冷静丁寧だ

が腹立しさを精一杯に抑えている様子がうかがえ，嫉妬を感じた苛立っている男の馬鹿

丁寧な様・子がうかがえる。

 これも愛の機微をつく興味津々たる箇所である。

3．Maturity（成熟期）一愛の完成

 未完に終ったキャサリン，ヒースタリフの愛は別0）人物の姿を借りて完結に到る。

世には愛し合っていることをやっと認め合った時には自分達は既に無自覚のま・に他

の第三者と結婚してしまっていて，自分達の既成の家庭をこわすわけにもゆかず，その

子供同志を結婚させて果せなかった我が夢を完結させるという例もあろう。だがエミ

リーの場合そのような話の筋を説定はしなかった。話は第二世達に移るが今は既にこ

の世を去ったキャサリンの娘キヤシイはヒースタリフの息．手リントンと無理矢理に結

婚させられるがこれは決して愛のある結婚ではない。だがヒースタリフがリントンを

無琿矢理にキヤシイと結婚させる過程には又々興昧深い愛の姿の一面をかいま見るこ

とが出来るのでその方を少し観察してみたい。'ヒースタリフとエドガーリントンの妹

イザベラの間に出来たヒースタリフ第二世リントンはひ弱な少年で何ら男らしい魅力

を供えていない。この弱々しい少年リントンを是が非でもキヤシイに結ばせようとあ

らゆる手段を敢えて惜しまぬヒースタリフの腹の中には果して何があるのであろうか。・

リントン家の財産横領だけではないようである。矢張りこれには否むことの出辛ない

自分達の未完に終った愛の完成を二世の姿の中に待つというよケな願望が感じられ

る。あの執ような迄の誘い出し方。手練手管。彼の誘い出し方のうまさ。それにひきか

え唯ヒースタリフに操られるだけの人形的存在のリントンの魅力のなさ。

 父エドガーから嵐ケ丘だけには近づかぬよう細心の注意のもとに育てられたキヤシ

イも，年頃になれば何か血のひくものにおびきょせられて，ネリーの止めるあもきかず嵐

ケ丘へと自然とひきよせられていく，それをくもが巣を張って待つように，待ち構えて

いたのはヒースタリフで，こ・ぞとばかりリントンを迎えに出す。

 自信のない愛に魅力はない

何回目かに無理矢理に二人が逢わされている処であるが，

  Linton did not appear to remember what she，talked of； and he had
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eyidently great difficulty in sustaining any kind of conversation．

His lack of interest in the subjects she stafted， ahd his equal inca-

pacity to co．ntribute td her' @entertainment， were so obvious that she could

not'conceal her disappointment． 〈Chapter XXV）

虚弱なリントンは何か会話をつないでいくのもやっとだ．し，話していることに興味は示

さないし，キヤシイのもてな．しをしょうともしないで，キヤシイはがっかりしてしまう。

    He glanced fearfully towards the Heights， begging she would

remain another half一 hour at．．Heights． ' ．' @（ChapFer． XXVt）

二人の様子を兄張っているヒースタリフが居てはリントンは恐．しくて仕ノiがない。こ

こはどうあってもキヤシイを引き一止めておかぬばならぬと，「どうかもう三十分こ・に

居て下さい。」と1皮女に懇願するの．だが，彼の態度に失望した彼女には彼のその弱々しい

様．．∫・は訴えるものがない。自信のない愛には魅力はないのである。

  見せかけの愛には魅力はない

    “My affectation！” he murmured； “what are they？ Fgr heaven's

sake，・Catherine， do．n！t．Iook so・angry'！ Despise wretch： 1・ca．n't be

scorned enough； but 1'm too mean for your anger． （Chapter XXWI）

「僕のみせかけ，い・じゃないゐ・」とりシトンはっぷやく，「後生だからそんなに怒っ

た願をしないでくれよ。いく．じなしを．笑ってくれ，だが怒らないでくれ」リントン側

からはキヤシイの心を捉えること．は出来ない。

   “But my father threatened． me，” 'gasped the boy， clasping his

attenuated fingers， “and 1 dread him．” ・“Oh，'well！” said Catherine．

with scornful compassiori， “keep your secret：' 1'm'no covv' ≠窒пD Save

y．gurself：． 1'm ngt afraid！” ． ' ． ． ' （Chapter XXVII）

  おやじに威赫されてみせかけだけの態度に出ているのならまだキヤシイには我慢が

出．来る，やっとのことで野原に腰を下ろしているリントンに同情も出来る。だが「お

やじがおどすので．どうしょうもないんだjと云うに到っては．我慢できない。

“Keep you「．ser「et to yru「relf・”エミリーの大好きな言葉である・やたらとぐ

ちを云うものではない1日分の秘密をやたらと人に． ]うものではない，毅然とした．エ

ミ． 梶[の態度は愛の姿の中にも見出される。真実からの感晴の流露でなければ魅力は

な．い，そしてあの有名な “Iam no coward．”の．せりふとなる。 “Save yourself”

．ひに到・てはエ．ミリーの真．の姿が一杯．に溢れている・男Oような幣力強噛打

つ言葉である。弱音，泣「きごと，くり言は身の破滅を導くだけである6．「甘えないでし
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つかりしなさい，私は恐れないわ」と彼女はリントンを叱りつける。

 この二入はヒースタリフの策略でがんじがらめに束縛されて結婚を強いられるが弱

いリントンはすぐに死んでしまう。

 ではエミリーはどんな人物を用いそこの未完の愛を完成させたか，キャサリンの兄

ヒンドレーの息子ヘヤトンと夫リ'ントンを失った後のキヤシイの結婚によって愛の完

成の姿を見るのである。この二人を用いて完結へと導いたことに対しては種々な説が

つけ加えられているが今はそれをさておき，この二人の愛の姿の中にも，なかなか微笑

ましい又々エミリーの女であることを感じさせる場面が多々あるので，最後にそこをあ

たってみたい。

 愛の技巧1                     ．
 ヒ1ンドレーの死後のヘァトンはヒースタリフに育てられ読み書きも教えられること

もなく唯逞しいだけの若者に成長していくが根の善良な彼は夫に死に別れた美しい若

い未亡人キヤシイに同情を覚え，' Lヤシイも亦暇なま9に徐々に彼に興昧を覚えていく。

しまいには彼女の方から積極的に彼の注意を惹きつけようとする。

 心を砕くあなりなかなか興昧つきないものがある。興味のありそうな本を開いたま

ま，さも読みたくなるようにテーブルの上に放り出しておく。これを彼女は幾度も繰り

返えした。案の定ヘヤトン意徐々に本に心惹かれ読み方を教えて貰いたくて，キヤシイ

に近づく。

   She returned to the hearth， and frankly extended her hand． He

blaekened and scowled like a thunder-cloud， and kept his fists resolute-

ly clenched， and his gaze fixed on the ground． Catherine， by

instinct， must have divined it was ・ obdurate perversity， and not

dislike， that promted this dogged conduct； 一 （Chapter XXXII）

 いろりの側に戻って来ると彼女は手をさし伸べた。彼は真赤になって雷雲のまうに

なる，しっかりにぎりこぶしを握りしめ地面をじっと見つめている。キヤシイは本能

的に相手の気持を読みとると，しばし一寸ためらうが，思い切ると彼の頬にやさしく

そっとキスをしてやる。最初キャサリンとヒースタリフがお互に愛を自覚し得なかっ

た失敗をもう一度繰り謡えしてはならないのである。始めは自覚し得な／ゐ・つた若すぎ

る二人の恋人を持って来て，今度は上手に相羊の気持を見抜かせているところにエミ

リーの細い計算があるようで興昧深い。

   for， qfter remaining an instant undecided， she impressed on his
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    cheek a gentle kiss．  ‘                 ・

またキヤシイは』度結婚を経験した女性だけにその大胆さもちやんと計算に入ってい

るようである。リントンの態度をobdurate perversityと表現している処など実に
        ノ
巧みだ。情熱的だがつむじ曲りで素直にその情熱を表現出来ない若者らしい素朴さ。
       ノ「

だが今度は'その相手の愛情を上手に見抜いたキヤシイは

   “S・yy・u f・・give rP・・Hare・・n， d・？．Y・u・ali m・k・m・h・pPy b，

＄peaking that little word， He muttered something inaudible．

“A・dyru／Il b・my f・iend？”・dd・d C・th・・i・e i・・errqgati・ely．

                                        （Chapter XXXII）

「ね，たった一言許すといって，それだけ云って下されば嬉しいわ。1もごもごと口

ごもるヘヤトンの気持を充血に理解して「ぢやお友達になって下さるわね」とた・み

                                                    うわて
かけるキヤシイは愛の技巧では母のキャサリン，ヒースグリフよりはずっと上手

である。勿論ヘヤトン等足許にも及ばないがこのように女性の方からも積極的に自分

の愛情を実に上手に云い表わす術を心得えているのも流石エミリーは女性作家であ

る。

 愛の極致は尊敬である。

    The'intimacy thus commenced． grew rapidly； though it encountered

temporary interruptions． Earnshaw Was not to be civil'i2ed with a wish，

and my young lady was no phi｝osopher， and no paragon of patience； but

both their minds tending to the same point一一 one loving and desiring to

esteem， and the other loving and desiring to be esteemed一一 they

contrived in ．the end to reach it． （Chapter． XXXII）

二人はかくして急速に親しくなりたまにはとぎれたこともあるが，アーンヨーは時々

気持の上ttせっかちになったσ，待てない気分になつ，たりもし，キャシーも唯辛抱

強いだけの聖者のような人間ではないので時々中断もありましたがデ同じ目的に向って

す・みま'した。一入は愛し尊敬することを願い一人は愛され尊敬さ「 黷驍ｱとを願って

いましたので二人ともがその点に到達するように努力致しました。愛の極意は尊：敬で．

ある。最後に到ってエミリーが声を犬にして強張したいのはこの愛の精神であろう。

    The crown of all my wishes wili be the union of'those two． I

shall envy no one on their wedding-day： there．won／t be a happier

woman than myself in England！ ・ （Chapter XXXII）

「私の最大の願はこの二人の結婚であります。お二人の結婚式の日にはもう私は地上の
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他の誰をも羨むことは致しますまい。げに私はこの英国中で一．番幸福な女であります。」

とネリーがロックウッドに云っている言葉をこ・に到って始めて愛の完成をみた歓び

のものと解したい。ロックウッドも云っている。

   They do live more in earnest， more in themse｝ves， and less ip

surface， change， and frivolous external thihgs． 1 could fancy love fot

li・fe here almost possible； and 1 was a fixed unbeliever in any love of

a year's standing． ． （Chapter VII）
この外界の出来ごとにわずらわされることなく自分に真面目に生きるこの地方の人々

の間には，一生に続く愛ということも考えられるよ．うだ。愛が一年も続くなんて思は

なかったのだがと。この純朴な田舎の人達の間に永遠に続く愛を描いてみよ．うとした

エミリーの意國も充分にうなづける。

 こめように愛の演出のうまさに驚かされ乍ら一方にはエミリーの徹底した愛の追及

の仕方にも敬服させられるのである。

 この物語に於いてヒースタリフがキヤサリ．ン亡きあと・十八年間も彼女の幻を追い乍ら

歓喜に温れて死ぬ筋も彼の心の中にある愛の完成と考えてよかろうが，形の上で完成

しなかった愛の姿にはエミリーは満足出来なかった。矢張り結婚という形をとって愛

の完成の姿を見たかった。ヒースタリフとキャサリンとの自覚しなかった愛，次にせ

めて二人の子供を結婚させてと結ばせたリントン，キヤシイの結婚この失敗に終った

結婚についでヘヤトン，キヤシイの結婚のように始めて愛を自覚して結婚に到る完成

の姿を兇ようとするところに，エミリーの女の執念ともいうべきも．のが感じられるの

であって愛のないところに完成はないとのエミリーの強い信念がうかがえるのである。

 愛の極致は尊敬である。その点

   The world of the novel is 'divided into two riva'1・camps of Edgar

 and Heathcliff． Thrushcross Grange and Wuthering Heights． （4）

スラッシュクロス屋敷と嵐ケ丘，静と動との全く異る二つの世界を結ぶのがヘヤトン

キヤシイの結婚の意義であるととるR・bert・C・Mckibbenとは私は少々解釈を異

にしているわけである。だが彼女の文体，構想，物語の筋に絶大の賞讃を引した

David Ceci1の'       ．  「'
   Style， s，tructure， narrative， there is no aspect of Emily Bronte's

 cralt which does not brilliantly exhibi，t her genius． The form of

 Wuthering Heihgts is as consummate as its subject is sublime． So

 far from being the incoherent outpouring of an undisciplined

 imaginati'on， it is． the one perfect work of art amid all the vast
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 varjed canvasses of Victorian fiction． 15） ．． i

言には私も全．面的の賛成を唱えエミリー，ブロンテに最大のかっ

論を終るものであります。

さいを贈ってこの小
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研究ttec文蝶書・嵐ケ丘、序文'豊田．実博士

Critics on Emily Bronte by Judith O'neill

Tempest Act IV Scene 1

The lmage of the Book in VV'uthering Heights

                         ．by Robert，C． Mckgbben．

Early Victorian Novelists by David ，Cegil
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